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(1) 2010年度活動報告

学術集会企画
第149回日本獣医学会学術集会

（平成22年3月26日～28日、日本獣医生命科学大学）
1. スライド・フォーラム（第50回獣医病理学研修会）3月26日（金）

当番機関：日本獣医生命科学大学
2. チュートリアル・セミナー 3月27日（土）WHO腫瘍分類、卵巣の腫瘍
3. ワークショップ3月27日（金）

家畜感染症の病理 - 人体病理との交流：第一回 牛疾病をてがかりとして
4. スライドセミナー 3月28日（日）組織の適応と修復
5. シンポジウム －サル類の病理（3）―3月28日（日）
6. ポスター発表

第150回日本獣医学会学術集会（平成22年9月16日～18日、帯広畜産大学）
1. 一般講演（口演） 9月17日（金）、18日（土）

腫瘍診断基準策定：WHO腫瘍分類、卵巣の腫瘍
会報・HP（ホームページ）

会報は従来どおり年4回（4月、7月、10月、1月号）発刊。HPについては、学会・研修
会の案内を中心に随時掲載した。



(2) 2010年度決算報告・会計監査報告



学術集会企画
第151回日本獣医学会学術集会 (平成23年3月30日～4月1日、東京農工大学）
東日本大震災の為中止；スライド・フォーラムを除く学会企画については、
第153回学術集会で実施予定。

1.スライド・フォーラム（第51回獣医病理学研修会）3月30日（水）
当番機関：東京農工大学

2.チュートリアル・セミナー 3月31日（木）WHO腫瘍分類、精巣の腫瘍
3.ワークショップ 3月31日（木）家畜感染症の病理 - 人体病理との交流：

第2回 豚疾病をてがかりとして
4. スライドセミナー 4月1日（金）組織の適応と修復（２）：線維化の病理
5.卒後教育セミナー 第1回比較動物病理生涯教育セミナー4月1日（金）
6.ポスター発表

（研修会を除く学会企画については、第153回学術集会での実施を予定）
第152回日本獣医学会学術集会（平成23年9月19日～9月21日、

大坂府立大学中百舌鳥キャンパス）
第151回獣医学会学術集会スライド・フォーラム（第51回獣医病理学研修会）および
獣医病理学研修会懇親会を下記の予定で実施。

9月19日（月）: 10時～12時・15時～17時；獣医病理学会の一般口演
（この後に、獣医病理学研修会懇親会18時～20時）

9月20日（火）: 9時～12時・13時～18時：第51回獣医病理学研修会
（東京農工大学で組まれたスケジュールに沿って実施）

9月21日（水）：9時～12時・13時～16時：獣医病理学会の一般口演
（但し、一般口演の時間帯は演題数によって変更されることがあります。）

(3) 2011年度活動計画 (1/2)



学術 動物病理学総論第３版の編集
スライドセミナー

H24年春に開催される第153回日本獣医学会学術集会で
「組織の適応と修復」の課題でセミナーを検討している。

腫瘍診断基準策定：WHO腫瘍分類、精巣の腫瘍
会報・HP

従来どおり4回の会報発刊を予定している。4月号については、第151回獣医学会

の関連集会、研修会の取り扱いについて、可能な限り正確な情報を掲載する必要
があるため発刊と会員への配布に遅延が生じる見込み。また、スライドセミナー特
集号（7月号）については、スライドセミナー延期のため内容を変更する予定。現在、
第151回獣医病理学会で発表予定であったポスターセッション要旨の再収録の可
否について検討中。HPについては、学協会情報発信サービスの終了（平成24年3
月）に伴い、他のプロバイダーにサーバーを移す必要が生じている。現在、ドメイン
名をjsvp.jpで申請し、金額的には、ドメイン取得（1年間）＋サーバー使用料（1年
間）＋代行料として25,000円/年の負担が予想されている。

国際
アジア獣医病理学会（ASVP）への参加予定（10あるいは11月、インドネシア）（詳細
は未定）

(3) 2011年度活動計画 (2/2)



(4) 2011年度予算（23.1.1〜23.12.31）

収入 支出

前年度繰り越し 12,335,899 会報発行（４回） 1,250,000

獣医学会補助金（団体補助） 177,325 会員・HP管理業務委託 400,000

獣医学会補助金（企画支援） 13,230 会員会費請求案内印刷発送 150,000

獣医病理学会会費＊ 1,600,000 学術集会企画参加証印刷費
（スライドセミナー）

13,230

印税（文永堂） 650,000 獣医学会企画講師招聘費用
(国内外)

0

第50回研修会余剰金
（日本獣医生命科学大）

762,165 ASVP研修会への派遣費用2名 200,000

獣医病理学教員交流会支援費
（23年度分）

100,000

JSVP賞賞金 100,000

雑費 50,000

次年度繰り越し 13,275,389

計 15,538,619 計 15,538,619

＊正＋凖会員数＝660人 X 3,000円＝ 1,980,000円→ 1,600,000円とした



(5) 2010年度JSVP賞
井澤 武史氏
所属：大阪府立大学獣医病理学教室
応募論文タイトル
Abnormal iron accumulation is involved in the pathogenesis of the 
demyelinating dmy rat but not in the hypomyelinating mv rat.
掲載雑誌名 Brain Research1349: 105-114 (2010) 

(6) ホームページ(HP)用サーバーの変更
（学協会情報発信サービスの終了に伴う措置：持ち回り理事会承認）

(7) アジア獣医病理学会での研修会への派遣費用を当面は
JSVPが負担する（JCVP財政難のため）

(8) 会報印刷代金・HP費用の会員数に見合った応分負担
（JCVP財政難のため）
会員数：JSVP650名、 JCVP300名、年４回印刷費180万円
現行負担（JSVP 90万円: JCVP 90万円）
会員比重による調整後の負担→JSVP123万円：JCVP 57万円

2011年日本獣医病理学会 JSVP 総会用資料



第152回日本獣医学会学術集会
9.19（月）一般講演（口演）、研修会懇親会
9.20（火）スライドフォーラム（第51回獣医病理学研修会）

当番機関：東京農工大学
9.21（水）一般講演（口演）

第151回日本獣医学会学術集会での開催が予定されていた
スライドフォーラム（第51回獣医病理学研修会）および獣医
病理学研修会懇親会を下記の予定で実施致します。

会員の皆様へのご連絡会員の皆様へのご連絡


